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郎
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体
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、
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ラ
ジ
オ
体
操
壱
続
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目
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広
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池
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目
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必
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壱
新
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加
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々
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炉
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D
7
、
水
遊
7
応
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最
適
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哭

砂
箜
y
ブ
ラ
ン
コ
忿
ビ
小
必
6
遊
具

ゾ
ー
ン
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「
石
○
太
郎
山
一
炉
設
置
右
料
、

弌
案
W
5
大
木
2
本
鈩
、
昔
&
変
・
e

6
r

匕
茂
Q
r
D

虫
害

千
4
0
0
の
思
い
出
を

こ
め
た
石
の
太
郎
山

直
径
8
呎
、
高
惑
2
m
O
円
錐
(
t
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形
0
ビ
ワ
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t

「右
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太
郎

山
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○
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史
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○
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廿
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加
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憾
1
年
前
、
「
ク
レ

ヨ
ン
ー
マ
ウ
ン
ト
ア
ー
ト
」
t

区
内
各
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○
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右
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、
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窈
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手
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自
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口
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思
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思
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大地震 発生 その時
あなたは…

8

月
3
0

日

～
9

月
5

日
は

防

災週間

皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い
と
思
い
ま
す
が
、7
月
1
2日
、
午
後
1
0時
1
7分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
M
も
の
大
地
震
が
北

厩
道
南
西
部
を
襲
い
ま
し
た
。
被
害
の
最
も
大
き
か
っ
た
奥
尻
島
で
は
、
火
災
と
津
波
で
お
よ
そ
2
0
0人も
の
尊
い
生
命
が

可
わ
れ
、
い
ま
だ
に
行
方
不
明
の
方
も
大
勢
い
ま
す
。
地
震
は
、
突
然
起
こ
り
、
一
瞬
の
う
ち
に
私
た
ち
の
大
切
な
物
を

奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
も
し
、私
た
ち
の
住
む
ま
ち
で
大
地
震
が
起
き
た
ら
」皆
さ
ん
は
、
そ
う
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
地
震
の
発
生
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
私
た

ち

。人
ひ
と
り
が
常
に
防
災
意
識
を
持
ち
、
準
備
や
訓
練
を
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
私
た
ち
の
生
命
と
私
た
ち
の

町
は
、
私
た
ち
自
身
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

総
合
防
災
訓
練
の
見
学
に

お
い
で
く
だ
さ
い

9
月
1
日
(
防
災
の
日
)
に
区
で
は
総

台
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。こ
れ
は
、

防
災
関
係
機
関
・
団
体
と
区
民
の
協
力

で
、
地
震
災
害
に
備
え
て
行
う
も
の
。

警
察
・
消
防
署
を
は
じ
め
町
会
・
自
治

会
な
ど
約
4
0団
体
が
参
加
。
参
加
人
数
3

千
人
を
超
え
る
大
規
模
な
・訓
練
で

す
。
訓
練
は
、
関
東
大
地
震
(
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
・
9
)
級
の
地
震
被
害
を

想
定
し
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
緊
急

患
者
の
輸
送
、
倒
壊
ビ
ル
か
ら
の
救
出

救
助
訓
練
な
ど
、
実
践
さ
な
が
ら
に
行

い
ま
す
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。
時

間
=
午
前
8
時
3
0
分
～
正
午
場
所
=

関
原
I
T

目
地
先
荒
川
河
川
敷
左
阜

(西
新
井
橋一
千
庄
新
橋
間
)

※
当
日
、
西
新
井
樊
付
近
は
、
訓
練
車

両
等
の
通
行
で
、
道
路
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
音
の
確
認
を
!
!

〝
9
月
1

日
、午
前
8

時
3
0
分

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
〟

9
月
1
日
、
T
前
8
時
叩
忿

区
内

で
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
ご

」

の
サ
イ
レ
ン
は
、
東
厖
地
震
の
「
警
戒

宣
巨
(
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
発

令
す
る
も
の
)
を
伝
え
る
訓
練
で
す
。

サ
イ
レ
ン
は
、
皆
さ
ん
が
毎
日
、
耳

に
し
て
い
る

ジ
焼
け
放
送
し
荼
『
す

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
塢

り
ま
す
(
約
4
5秒
鳴
っ
て
1
5秒
休
み
を
3

回
繰
り
返
し
ま
す
)
。
9
月
1
日
の
サ

イ
レ
ン
は
、あ
く
ま
で
も
訓
練
で
す
が
、

も
し
i

戒
宣
岔
」
が
発
令
さ
れ
た
場

合
に
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
か
ら

置
し
い
情
報
"
を
つ
か
ん
で
、
適
切

な
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
り

大地震に躾われ た
北 海道の 奥尻島

集
団
で
避
難
を
!

「
一
時
集
合
場
所
」

地
霍一
が
発
生
し
た
場
合
、あ
な
た
は

、

ど
う
避
難
し
ま
す
か

。
輿
尻
島
で
は
荷

物
を
持
つ
事
を
あ
き
ら
め
て

、
と
に
か

く
早
く
逃
げ
た
大
が
助
か
り
ま
し
た

。

し
か
し

、
足
立
区
で
は
津
波
の
心
配

よ
り

、
自
動
車
の
混
乱

、
火
災

、
避
難

場
所
へ
の
人
の
集
中
、
情
報
の
か
く
乱

等
が
予
想
さ
れ
ま
す

。
つ
ま
り
個
人
で

避
難
す
る
よ
り
、
集
団
で
避
難
す
る
方

が
よ
り
安
全
な
の
で
す

。二

時
集
合
場

所

」
は
、
集
団
で
避
難
を
す
る
た
め
の

酘
初
に
集
台
す
る
場
所
で
す
。
こ
の

。

時
集
合
場
所
は
、
各
町
会
・
自
治
会
で

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
場
所
を
わ
か
り
や

す
く
す
る
た
め
、
標
示
板
(
上
の
写
真

右
)
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
災
害
発
生

時
に
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
不

安
を
感
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
日
ご

ろ
か
ら
、家
族
全
員
で
一
時
集
合
場
所
、

避
雛
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

こ
れ
ら
の
標
示
板
を
目
じ
る
し

に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い

わ
た
し
の
「
避
難

場
所
」
は
ど
こ
?

避
難
場
所
と
は
、
大
地
震
等
で
延
焼

火
臾
が
発
生
し
た
場
合
に
、
大
火
等
か

ら
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
た
め
の
場
所
で

す
。
大
勢
の
人
が
避
難
で
き
る
広
さ
を

考
え
て
、
区
内
に
は
9
ヵ
所
の
避
難
場

所
(
右
下
地
図
)
が
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
避

難
場
所
・
避
難
↑り法
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

避難場所および避難道路

炎
か
ら
私
た
ち
を

守
る
「
ロ
ケ
ッ
ト
型

消
火
器
格
納
箱
」

環
7
を
は
じ
め
と
す
る

部
主
妥
道

路
と
避
難
道
路
沿
線
に
設
置
し
て
あ

る
、
ロ
ケ
ッ
ト
型
消
火
器
格
納
箱
(
真

下
写
真
)
を
、
兒
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
了

」の
中
に
は
、
消
火
器
が
収
納
し

て
あ
り
ま
す
ご

』れ
は
、
魅
難
路
の
周

り
の
火
災
を
消
し
て
、
避
難
す
る
皆
さ

ん
の
安
全
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
沿
線
で
発
生
し
た
火
災
の
初

期
消
火
に
も
役
立
ち
ま
す
。
今
年
、
1
0
0

号
線
の
赤
山
街
道
よ
り
北
側
に
新
た
に
3
5

本
の
設
置
を
完
了
し
ま
し
た
。最
近
、

消
火
器
へ
の
い
た
ず
ら
が
増
え
て
い
ま

す
。
矢
事
だ
″
ご
と
い
う
時
、
ぶ
が

空
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

い
た
ず
ら
等
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

し

火
災
発
生
が
!
?

お
宅
の
消
火
器
は

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
?

い
ざ
と
岔
う
と
き
に
役
に
立
つ
の
が

消
火
器
。
家
庭
の
隅
に
眠
っ
て
い
ま
せ

ん
か
?
使
い
方
は
わ
か
り
ま
す
か
9
・火

災
が
発
生
し
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
も
消

防
車
が
来
る
ま
で
に
数
分
か
か
り
ま

す
。
こ
の
間
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

か
で
、
火
事
の
規
模
が
か
な
り
違
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
時
、
威
力
を
発
揮
す
る

の
が
消
火
器
で
す
。
こ
の
機
会
に
消
火

器
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。
消
火
器
本

体
の
有
勧
期
限
は
ほ
ぼ
1
0年
、
紛
末
薬

剤
は
ほ
ぼ
5
年
を
目
安
に
話
め
醉
え
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
本
体
に
サ

ビ
、
腐
食
。
破
損
等
異
常
の
あ
る
場
合

は
、
購
入
し
た
販
売
店
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

防
災
意
識
を
高
め
よ
う

大

地
震
に

備

え
て
と

い

う
チ

ラ

シ
を
自
費
発

行

金
庭
一
郎
さ
ん
(
青
井
一
丁
目
在
住
)

私
は
1
4歳
の
時
に
関
東
大
震
災
に

遭
遇
し
ま
し
た
。
恐
ろ
し
か
っ
た
そ

の
時
の
亊
は
I
コ
マ

ーコ
マ
心
に
焼

き
つ
い
て
い
ま
す
。
私
の
体
験
か
ら

大
地
震
に
遭
っ
た
時
の
心
構
え
を
多

く
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
と
思
い
、

チ
ラ
シ
に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、(
1
)
出
入
り
囗
の
確
保
(
2
)火

の
元
、
消
火
お
の
確
認
(
3
)む
や
み

に
屋
外
に
出
な
い
(
4
)揺
り
返
し
に

注
意
す
る

ご
避
難
場
所
の
確
・認
(
5
)

荷
物
は
少
な
く
身
軽
に
等
で
す
。

今
年
は
、
関
臾
大
震
災
か
ら
ち
ょ

う
ど
7
0年
目
。
大
地
震
の
周
期
は
6
0

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
い
つ

大
地
震
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
東
京
に
住
む
私
た
ち
に

と
っ
て
も
地
震
は
避
け
る
事
の
で
き

な
い
災
害
な
の
で
す
。

や
は
り
ふ
だ
ん
か
ら
防
災
に
対
す

る
意
識
を
持
ち
積
極
的
に
訓
練
に
参

加
す
る
事
が
大
切
だ
と
私
は
考
え
ま

す
。

防災に関する
お問い合わせは
中央本町庁舎・災害対策課へ

( 3880) 5011

くわしく は中央本町庁舎・地域振興課( 　3880- 5173) へ
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障
害
児
・
在
宅
高
齢

者
の
方
に
歯
の
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す

□
障
害
児
歯
科
診
療

日
時
r
毎
週
木
・
土
曜
日
、
午
前
9
時

土
正
午
(
祝
日
を
除
く
)

場
所
=
足
立

区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
卜‥
区
内
在
住
の
1
8歳
未
満
の
軽
・

中
度
の
障
害
が
あ
る
方
で
診
療
場
所
ま

で
通
院
可
能
な
方
(
家
族
の
同
伴
が
必

要
)

※
鯤
度
の
方
の
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
療
を
行
い

ま
す
。
往
診
日
時
=
火
1
土
曜
日
百

時
は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
)

対
象
9

区
内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
の

方
、
在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方

※
申

し
込
み
受
け
付
け
後
、
本
人
の
健
康
状

態
や
歯
の
状
態
な
ど
の
事
前
調
査
を
行

う
た
め
、
診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程
度

の
日
数
が
か
か
り
ま
す

1

い
ず
れ
も
レト

申
込
日
時
儿
毋
週
火
～
土
曜
日
の
午
前

9
時
卸
分～
正
午
、
午
後
1
時～
3
時

3
0分
(
祝
日
を
除
く
)

申
込
=
電
話

費
用
9
保
険
診
{一
'
申
・
問
先
=
足
立

区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
2
)
3
8
8
2

F
A
X
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

高
齢
者
健
康
診
査

高
齢
者
健
康
診
査
は
、6
5歳
以
上
の

方
(
昭
和
3
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
)

お
よ
び
4
0歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

□
6
5歳
以
上
の
方

受
診
票
を
8
月
末
ま
で
に
全
員
の
方

に
送
る
予
定
で
す
。

□
4
0歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方

医
師
が
訪
問
し
て
健
康
診
査
を
行
い

ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、保
健
予
防
係

に
9
月
3
0
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。受
診
票
を
送
り
ま
す
。

健
診
日
は
、医
療
機
関
と
ご
相
談
く
だ

さ
い
。日
程
=
9
月
1
日
1
1
0
月
1
5

日
場
所
=
黒
色
の
采
院
は
高
齢
者

健
康
診
査
実
施
会
場
で
す
`
一
の
看
板
の

あ
る
区
内
の
医
療
機
関

診
査
内
容
=

必
須
検
査
…
問
診
、
理
学
的
診
察
、
尿

・
生
化
学
検
査
、
血
圧
測
定

、
身
体
計

測

、
血
液
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
/

選
択
検
査
(

医
師
が
必
要
と
認
め

る
方
)・・・
心
電
図
、眼
底
検
査

、
貧
血
検

査

、
糖
負
荷
試
験
の
う
ち
必
要
な
検
査

賛
用
=

無
料
(
た
だ
し

、前
記
検
査
内
容

以
外
の
検
査
、
治
療
を
吁
っ
た
場
合
は

有
料
)

持
ち
物
=

受
診
票

、
健
康
保

険
証

※
老
人
医
療
証

、
健
康
手
帳
を

お
持
ち
の
方

、
ま
た
生
活
保
護
受
給
者

は
保
護
の
し
お
り
を
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い

□
再
交
付

受
診
票
を
粉
失
さ
れ
た
方

は
直
接

、
保
健
予
防
係
へ
1
0
月
8

日
ま

で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

。

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

昔
(
3
8
8
2

丁
1
1
1

㈹

住
区
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気

わ
た
し
も
元
気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
わ
た
し
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
健
康
状
態

を
知
り
、
生
活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
等
=
表
I
の
と
お
り

費
用
=
無
料

申
込
g
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
各
住
区
セ
ン
タ
ー
、
各
保

健
所
、
保
健
相
談
所

表1 住区 健康フェ スティ バル日程地
域
栄
養
士
講
習
会

肥
満
指
導

の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

肥
満
の
発
症
予
防
、
債
極
的
な
健
康

増
進
を
図
る
た
め
、
各
職
場
、
在
宅
で

対
応
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
習
会
で

す
。
日
時
=
9
月
9
日
(
木
)
、
午
後
1

時
3
0分
～
4
時

場
所
i
足
立
保
健
所

講
師
=
井
上
和
子
氏
(
ダ
イ
エ
ッ
ト
&

ヘ
ル
ス
主
宰
)

対
象
=
区
内
在
住
、

在
動
の
栄
養
士

費
用
=
無
料

定
員
=
8
0

人

申
込
=
電
話

期
限
=
8
月
3
1

日

申
・
問
先
g
足
立
保
健
所

さ
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

あ
な
た
の
肝
臓
は

元
気
で
す
か
!

飲
酒
の
機
会
の
多
い
あ
な
た
、
今
日

は
休
肝
日
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
て
も

つ
い
飲
ん
で
し
ま
う
あ
な
た
、肝
臓
は

疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。お
酒
と
肝
臓
の

関
係
を
一
緒
に
学
び
ま
す
。

日
時
a
9

月
1
・
2
9日
、午
後
2
時
～
4
時
(
2

日
制
)

対
象
=
区
民

内
容
a
専
門

医
、
栄
養
士
に
よ
る
講
演
等

講
師
=

木
村
武
登
氏
(
成
増
厚
生
病
院
医
師
)
、

渡
辺
育
代
(
管
理
栄
養
士
)

定
員
収
J

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
9

電
話

場
・
申
・
問
先
―
東
和
保
健
相

談
所

音
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

顧
客
情
報

管
理
講
演
会

日
時
=
9
月
1
3日
(
月
)
、午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
産
業
振
興
館

対
象
=

区
内
中
小
企
業
者
、
興
味
の
あ
る
方

内
容
=
顧
客
情
報
を
管
理
す
る
と
、
ど

ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
?

講
師
l

松
沢
友
三
氏
(
㈱
日
本
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ーリ
サ
ー
チ
取
締
役
調
査
部
長
)

定
員
-
1
0
0人

費
用
―
無
料

申
込
=

電
話
、F
A
X

期
限
=
9
月
1
0日

申
・
問
先
=
㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン

タ
ー
第
二
事
業
課

昔
(
5
2
4
4
)
7
3
1
3

F
A
X
(
3
8
7
0
)
5
2
5
5

屋
外
広
告
物
講
習
会

日
時
=
1
0
月
4
・
5
日
、午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
4
時
1
5
分
場
所
a
都
民
ホ

ー
ル
(
都
議
会
I
階
南
側
)
対
象
=

都
内
で
屋
外
広
告
物
業
を
営
ん
で
い
る

方
か
営
も
う
と
す
る
方
定
員
=
2
5
0
人
　

(
先
着
順
)
費
用
り
4
千
鶫
円
申

込
=
8
月
3
0
日
～
9
月
3
日
ま
で
の
午

前
9
時
～
5
時
に
、
申
込
書
に
受
講
料

を
添
え
て
、
都
・
監
理
課
へ
持
参

※

申
込
用
紙
は
、
中
央
本
町
庁
舎
・
占
用

係
で
配
布
し
ま
す

問
先
=
都
・
監
理

課

昔
(
5
3
8
8
)
3
3
3
5

、
中
央

本
町
庁
舎
・
占
用
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

9
月
の
献
血

日
時
等
=
表
2
の
と
お
り

問
先
L
葛
飾
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

表2　9 月の献血

※いずれもヂ即O時～11時30分
千後12時30分～3時3〔汾

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　3880- 5351
千住 本庁舎・保値予防係 　3882- 1111 ㈹

再
就
職
セ
ミ
ナ
ー

今
働
こ
う
と

す
る
女
性
へ

自
分
ら
し
さ
を
生
か
し
た

、
仕

事
探
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
再
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・
弁
譲
士
の
方
を
講
師
に

、「
働
く

こ
と
の
意
味

」「
家
族
と
の
関
係

」

「
働
く
女
性
の
法
律
知
識
≒
仕
事

の
探
し
方
」
等
を
実
践
的
に
学
び

ま
す

。

日
時
=
9

月
1
4
日
～
H

月
3
0日

、毎
週
火
曜
日
(
全
1
0
回
)
、

午
前
1
0
時
～
正
午

対
象
=

区
内

在
住
・
在
動
・
在
学
の
女
性

定
員
=
3
0

人
(
抽
選
)

費
用
―
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏

名
ラ
リ
ガ
ナ
)
、年
齢
、職
業
、電

話
番
号
、希
望
理
由
を
明
記
期

限
=
9
月
1
日
必
着
※
2
歳
以

上
学
齢
前
の
お
子
さ
ん
の
保
育
を

し
ま
す
。希
望
の
方
は
、申
込
(

ガ
キ
に
子
ど
も
の
氏
名
、生
年
月

日
、性
別
、
「保
育
希
望
」と
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、9
月
1
0

日
(
金
)
、午
前
1
0
時
～
1
1
‥
時
に
、

保
育
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す

場
・
申
・
問
=

女
性

総
合
セ
ン
タ
ー
「
再
就
職
セ
ミ
ナ

よ

係

〒
1
2
3梅
田
7
-
3
3
-
I

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
内

き
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

あ な た の 町 会・
学校に出張します

震 太くんで
地 震 体 験 を

北
海
道
南
西
沖
地
震
で
の
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
7
.
8つて
ど
の
位
の
揺
れ
で
し
ょ

う
。「
地
震
の
と
き
は
す
ぐ
火
を
消
す
」

わ
か
っ
て
い
て
も
火
の
そ
ば
ま
で
行
け

な
か
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。一
震
太

く
ん
」
は
、
震
度
7
の
と
き
ど
の
よ
う

な
状
態
に
な
る
か
、
実
際
に
体
験
で
き

る
「
地
震
の
車
」
で
す
。
震
太
く
ん
の

申
し
込
み
は
、
訓
練
日
の
3
ヵ
月
前
の

同
日
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
(受
け
付
け
は
、
平
日
の
午
前
9
時

～
午
後
4
時
)
ま
た
、
煙
に
ま
か
れ
る

と
は
ど
う
い
う
状
態
か
煙
(
ウ
ス
に
よ

る
煙
体
験
も
で
き
ま
す
。

活躍してます地震の車「震太くん」

防
災
区
民
組
織

町
会
・
自
治
会
を
単
位
に
防
災
区
民

組
織
が
あ
り
ま
す
。
火
事
や
地
震
が
起

き
た
時
、
と
っ
さ
に
身
を
守
る
の
は
や

は
り
自
分
自
身
で
す
。
し
か
し
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
バ
ラ
バ
ラ
に
行
動
す
る

と
、混
乱
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
に
は
、

お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
初
期
消
火
、

負
傷
者
の
救
出
・
救
護
、
避
難
な
ど
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
地
域

ご
と
に
防
災
区
民
組
職
を
設
置
し
て
い

た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て

訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
未
設
置
の

と
こ
ろ
は
、ぜ
ひ
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

区
で
は
、
設
置
に
際
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

非常 持出 品

◎ 区内で発生した災害( 火災・風水害等) で被害を受けた方に見舞金および弔慰金を支給しています。
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あ
だ

ち

こど
も広
報

まだ間に合う
夏休みの 宿題

残暑お見舞 い申 し 上 げ ま すポ ケ
ッ ト からあ ふ

れそ う なほど の思

い
出 と

真 っ黒に日 焼

けし た 肌

- 。
長

か っ
た夏休 み も あ と わ

ずか 6 日 と な っ

た今、 あだ ち の小

学生のみなさん
は 、

どのように過 ご し て い
ますか 。

「

宿題 も

終わ ったし
、

めい っぱ い遊ばな く っ ち

ゃ !
」 なん

て声 も

聞 こ
えて きそうです

が 、

なか に
は夏休みの

宿題 を前 に
「
ど

うしよう ? 何し
よう ?

」 と頭を 抱 え
て

い
る 小 学生 のみな さ ん

もい る のでは !

?

そ こ

で
、

今回 の「
あだ ち ・ こ

ど も広報 」

で は
、

そ う い う
キ ミ

のために 、 特別に

〝 こ
んな 宿 題 もあ る ぞ ! 〟

と いう ヒン

ト を教 え
ち ゃ

います。 こ れ
で夏休みの

宿題 も
バ ッ チ

リ …

かな ! ?

夏休みの宿題

パ ート　1

手 す き ハ ガ キ

用 意 す る も の

〈材 料〉
● 牛 乳 な ど の 紙 パ ッ ク

〈道 具〉
● 覃き枠… 2個( 12～15曙の角材苟で下図のぷ　

う に 作 り ま す)

● 苟のこ… 2枚( すき枠より少し大きめのもの)

● さらし荀… 2～3枚
- - 一一一● 板 … 2 襖

● タ オ ル やB 本 手 め ぐ1 丶等

● 葛躙… 4～5覩

● ザ ル( なる べく 目 の 槽 忿いもa) )

● ミ キ サ ー

● ア イ ロ ン

● 玉 じ ゃく し( a た ま)

● 洗 島丶あ け{ す き 粋が ゆっ たり と

入 るもa} )

1

この紙パックから本当にハガ
キが作れるの! ?

2

よく洗った紙パック( 右)を、の
り付けのところからはがし、上
図の青色部分を除きます

3

｢聞単だし、とってもおもし
ろいヨ」と平岩友絵さん( 粟島
小3 年生〉。今回は、中央本町四
丁目にお住まいの平岩正子さん

親子が、手すきハガキ作りに
扼

巌してくれました。さて、みな

さんはうまくできるかな! ?

4

8～12枚ぐらいに手でさき
(上) 、さらに裏表2 枚になる
ようにはがします(下)

5

6
手
で
さ
い
た
紙
パ
ッ
ク
を
お
湯
に

つ
け
、
1
晩
お
き
ま
す

7つ
け
て
お
い
た
紙
パ
ッ
ク
か
ら

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
を
は

が
し
、
パ
ル
プ
(
紙
の
原
料
)

を
取
り
出
し

ま
す8

中央部分を少し引っ張るように
すると、はがしやすくなります
( 上) 。

9
はがしとったパルプを、

1cm角ぐらいにちぎります(左)

10
ちぎ ったパルプをミキサ ーに入
れ、水を6 分目ほど注ぎ( 上) 、30
秒間ほどまわして、さわってみて
ダマになっていなければOK!11

12

〈 組 み 立 て 図 〉

洗いおけの中に小皿等を2 枚
返して入れ、その上に上図の
ように組み立てたすき枠をセ
ット。さらし布がひたひたに
なるぐらいまで水を入れます

13
セットしたすき枠の中へ、ミキ
サーにかけたパルプを玉じゃく
しで静かに流し入れます( 底が
見えなくなるくらい入れる) ｡枠
の角の部分には、少し強くあて
るよう流し込むのがコツ

14
木
枠
と
パ
ル
プ
は
く
っ
つ
き
や
す
い
の

で
、
は
し
を
指
で
少
し
押
さ
え
て
か
ら

枠
を
は
ず
す
と
、
う
ま
く
で
き
ま
す

15 パ
ル

プ
を
流
し
終
わ
っ
た
ら
、
す

き
枠
ご
と
静
か
に
引
き
上
げ
、
上

の
枠
を
そ
っ
と
は
ず
し
ま
す

16
枠をはずしたら、その上にさら
し布と板をのせ、裏面も同じよ
うにします。そして2 枚の板で
しっかりはさみ､水を切ります。

l 7

その後､古新聞や古シーツ、タオ
ルなどを利用して水を切ります

l 8

さらにアイロンなどで
乾かし、かげ干しして
で・き・あ・が・り! !

アイデアいろいろ

パルプを流し入れるときに押し花
や色紙をいっしょに入れ、その上
から 少しパルプ液をかけると、 キ
レ イにできます。また、ミキサー
の中に混ぜて流し込んでもおもし
ろいものができるヨ!

一 口 メ モ

次 の 条 件 を 満 た す と 、

私 製 の ハ ガ キ で も41 円

で 送 る こ と が で き ま す 。

▽ 縦: 14 ～15cm

▽ 横: 9～10. 7cm

▽ 重さ: 2～6g

▽ 色: 白 ～ た ん ぱ く

▽「 郵 便 ハ ガ キ 」と

上 部 に 記 入

▽ 郵 便 番 号 粋 を つ く る

夏休みの宿題

パ ート　2

キ
ミ
は
今
日
、

地
球
の

た
め
に

何
を
し

ま
し
た
か

教
科
書
や
ノ

ー
ト
、
鉛
筆
や
消
し
ゴ

ム
・
・・
。
キ
ミ
た
ち
が
日
常
使
っ
て
い
る

こ
れ
ら
の
も
の
は
、
す
べ
て
森
の
木
や

石
油
な
ど
の

資
源
を
利
用
し
て
作
ら
れ

て
い
ま
す

。

ふ
だ
ん
、あ
ま
り
に
身
近
す
ぎ
て

。つ

い
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
、
ず
っ
と
大
昔
か
ら
地
球

の
資
源
を
消
費
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
い
つ
ま
で
も
こ
れ
ま

で
の
「
使
い
捨
て
型
」
の
生
活
を
綺
け

て
い
て
は
、
賢
源
だ
っ
て
な
く
な
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
球
の
め

ぐ
み
に
も
限
り
は
あ
る
の
で
す
。

『
ボ
ク
ら
が
缶
き
て
る
閥
は
だ
い
じ

ょ
う
ぶ
さ
!

』
な
ん
て
悲
し
い
こ
と
、

あ
だ
ち
の
小
学
生
の
み
な
さ
ん
は
曾
わ

な
い
よ
ね
。
ち
ょ
っ
と
ま
わ
9

荅

湎

せ
ぱ
、キ
ミ
に
も
で
き
る
「
地
球
に
や
さ

し
い
こ
と
」つ
て

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

た
と
凡
ぱ
、
ノ
ー
ト
を
燬
険
の
ペ
ー
ジ

ま
で
き
れ
い
に
便
う
こ
と
(

途
中
で
哽

わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ノ
ー
ト
つ
て

け
っ
こ

う
あ
る
よ
ね
)
、
古
く
な
っ
た
と

い
う
だ
け
で
新
し
い
モ
ノ
を
賈
っ
た
り

し
な
い
こ

と
(
机
の
中
で

。モ
ノ
'

は

泣
い
て

い
ま
す
)
、
な
ど
な
ど
。
こ
れ
ら

の
こ
と
だ
っ
て
、
り
っ
ぱ
に
甄
源
の
ム

ダ
使
い
を
防
ぐ
「
地
球
に
や
さ
し
い
こ

と
」
で
す
。

そ
し
て
、
キ
ミ
た
ち
が
太
当
に
実
行

で
き
る
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
キ
ミ
自

身
の
「
地
球
に
や
さ
し
い
行
助
計
画
」

の
で
き
あ
が
り
。
机
の
上
で
た
だ
「
考

え
た
だ
け
」
の
陌
艾
よ
り
も
ず
っ
と
意

疎
の
あ
る
も
の
に
な
る
こ
と
、
ま
ち
が

い
な
し
で
y
。

夏休みの宿題

パート　3キ
ミ
が〝発

明
王〟
と

呼
ば
れ
る
日

今
、
ク
リ
ー
ン
で
安
全
、
し
か
も
地

球
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
る
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
。

み
な
さ
ん
は
、
こ
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
て
い
る
「
ス
グ
レ
モ
ノ
」を
、

い
く
つ
ぐ
ら
い
知
っ
て
い
搴
f

か
。

「
ソ

ー
ラ
ー
カ
ー
」
や

「
太
陽
熱
温

水
器
(
よ
く
家
の
屋
根
に
設
置
し
て
あ

る
ア
レ
)
」と
答
え
ら
れ
た
人
は
、け
っ

こ
『冫
も
の
し
り
。「
ワ
カ
ラ
ナ
イ
・・
・
」
と

答
え
た
人
は
、
ち
ょ
っ
と
勉
強
不
足
・・・

か
な
β
‥
案
外
身
近
な
と
こ
ろ
で
た
く

さ
ん
利
用
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
た

と
一
ぺ
ぱ
、
太
陽
電
池
を
使
っ
た
電
卓
。

「
あ
っ
。
見
た
こ
と
あ
る
!

」
な
ん
て

声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
ね

。
ほ
か

に
も
ま
た
、
太
陽
電
池
は
公
園
の

時
計

や
遭
路
標
識
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
し

、
洗
た
く
物
や
布
団
を
干
す
こ
と

だ
っ
て

り
っ
ぱ
な
利
用
法
の
ひ
と
つ
で

す
。そ

こ
で
キ
ミ
た
ち
に
提
案
し
ま
す
。

「
空
想
す
る
の
が
大
好
き
」
と
い
う

キ

ミ
な
ら
、
太
鴎
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

新
し
い

利
用
法
を
考
え
、
そ
れ
を
絵
に
し
て
み

る
、
な
ん
て
ど
』
7か
な
淨
‥

キ
ミ
た
ち

の
豊
か
で
自
由
な
発
想
を
夷
っ
白
な
画

用
紙
の
上
に
は
ぱ
た
か
せ
れ
ば
、
き
っ

と
ス
テ
キ
な
桧
が
心
け
る
は
ず
で
す
。

さ
あ
、
第
二
の

。エ

ジ
ソ
ン
'
を
め
ざ

し
て
、
レ
ッ
ツ

ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
!

自転車のサド ル部分に太
陽電 池がついています

夜になると、太陽電池で
標 識 が 光 り ま す

リサイクル豆知識 デ
ー
タ
編

1 年 に1 家 庭 から 出 る

ゴミ の 量

約1t

1 日 で 東 京23 区 に

匹 敵 す る 面 積 の 森

林 が 、 地 球 上 か ら

な く な っ て い ま す。

牛乳パックの
空箱1, 500枚
( 1, 000ml )
は … …

重 量 で 約50kg

の 紙 に なり ま す 。

ト イ レ ット ペ ーパ ー( 65m

商 品) が200 個 ぐ ら い

で き ま す｡( 1 家 庭 の2 年 分)

20～30年の立木1本分

に あ たり ま す 。

新 た に 木 材 から 紙 を 作 る 場 合 に

く ら べて 、3 分 の1 か ら5 分 の

1 の エ ネ ル ギ ーで す み ま す 。

粗大ゴミベスト3( 平成3 年度)

1位　テーブル・机・イス
( 422, 766)

2 位　ふとん・マットレス
( 329, 216)

3 位　自転車
( 189, 681)

( 単位: 個数)

リサイク ル豆知識 紙
の
は
な
し

水
に
ぬ

ら
し

た
植

物
繊
維

(
せ
ん
い
)

に
は
、
そ
れ
を
靈

ね
了
″
'か
す
と

そ
の
求
ま
く
つ

つ
い
て
し

ま
い
、
ま
た
水
に
ぬ

ら
す
と
曜
れ
て
も
と
へ
戻
忝

と

い
う
性
質
が
あ
り
ま
す

。紙
は
、

そ
の
ぶ
つ
な
植
物
繊
維
の
性
質

を
利
用
し
て

作
ら
れ
ま
す
。

日
塞
で
は
、
今
か
ら
約
千
枷

年
前
に
中
田
か
ら
伝
え
ら
れ
た

裂
紙
技
術
に
よ
っ
て
、
紙
は
盛

ん
に
作
ら
れ
る
ぶ
つ
に
な
り
ま

し
た
。
驚
く
こ
と
に
、
そ
の
当

時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

、
紙

の
作
り
刀
の
基
本
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
安
時
代

末
に
は
、
一
度
使
っ
た
紙
を
集

め
て
す
き
返
す
、
今
で
い
う
古

紙
の
再
生
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
ぷ
つ
に
古
紙
の
利
用
は

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
。
紙
(
植

物
繊
鮭
)
の
性
質
が
た
い
へ
ん

再
生
に
適
し
て
い
る
か
ら
な
の

で
す
。
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111 ㈹
千住本庁舎以外へのお間い合わせは

それぞれの電話番号へ。

リ
サイ
クル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

日
時
=
1
0
月
9
日
、午
前
1
1
時
～
午
後

3
時
/
1
0
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
　

(
各
日
と
も
雨
天
の
場
合
は
中
止
)

場
所
=

荒
川
河
川
敷
(

虹
の
広
場
)

対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
の
方
(
た
だ

し
、出
店
物
品
の
販
売
を
事
業
お
よ
び

副
業
と
し
て
い
る
方
は
不
可
)
内
容

6
各
日
1
0
0
区
画
募
集
(
抽
選
)
、1
人
1

区
画
(
2
a
x
2
卮
程
度
)
ま
で
※

薬
品
・
食
料
品
・
動
物
・
品
質
保
証
の

で
き
な
い
も
の
は
販
売
不
可
出
店
料

i
無
料
申
込
=
往
復
「ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、一
`
話
番
号
、出
店
希
望
日
、

販
売
物
の
種
類
、ヲ
リ
ー
マ
ー
ヶ
ツ
ト

出
店
希
望
」と
明
記
※
I
人
1
通
の

み
有
効
(
郵
便
の
事
故
に
よ
る
未
着
等

は
一
切
貴
任
を
負
い
ま
せ
ん
)
期
限

=
9
月
3
日
消
印
有
効
申
・
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

〒
ほ
中
央
本
町
―
-
-
1
7
1
1
1

さ
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

ご
返
送
く
だ
さ
い

リ
サ
イ
ク
ル
市
場

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
票

区
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
様
々

な
実
態
を
把
握
し
、
今
後
の
取
り
組
み

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、区
で
は
リ
サ
イ

ク
ル
市
場
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

手
元
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
が
届
い
て

い
る
方
で
、
ま
だ
返
送
し
て
い
た
た
い

て
い
な
い
方
は
、
至
急
ご
返
送
を
お
願

い
し
ま
す
。

返
送
先
・
問
先
=
中
央

本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

〒
1
2
0中
央
本
町
―
-
1
7
-―

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

福

祉

心
身
障
害
者
(
児
)

の
巡
回
相
談

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

専
門
の
医
師
に
よ
る
巡
回
相
談
を
行
い

ま
す
。補
装
具
、就
職
な
ど
の
相
談
は

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。日

時
=
1
0
月
2
0
日
(
水
)
、午
後
1
時
～
5

時
(
受
付
は
午
後
3
時
ま
で
)
場
所
=

竹
の
塚
障
害
福
祉
館
受
付
‥
。9
月
2
0

日
～
1
0
月
1
日
定
員
=
1
0
0
人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
直
接

申

・
問
先
=
管
轄
の
各
福
祉
事
務
所
(
表

―
)

※
当
日
、
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

は
、一
般
の
方
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
聿
で
の
来
場
は
で
き
る
だ
け
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

表1 福祉事務所一覧

心
身
障
害
者
福

祉
手
当
・
難
病

患
者
福
祉
手
当

今
月
は
定
例
払
月
で
す

今
月
は
、心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区

制
度
)
・
難
訶
愚
者
福
祉
手
当
の
定
例

払
月
で
す
。2
5日
ご
ろ
手
当
(
4
月
～
7

月
分
)
を
、
届
け
出
さ
れ
た
預
金
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。
各
金
融
機
関
で

支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
表
2
ま

た
は
表
3
に
該
当
す
る
方
は
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
係

表2 心身障害者福祉手当 表3 難病患者福祉手当

恩
給
欠
格
者
・

戦
後
引
揚
者
の
方
へ

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
次

に
該
当
す
る
方
に
対
し
慰
労
品
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

□
恩
給
欠
格
者

恩
給
法
上
の
旧
軍
人
・
軍
属
で

、
年

金
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い
方
の
う
ち

外
地
動
務
し
た
こ
と
が
あ
り
、
在
職
年

数
が
加
算
年
を
含
め
3
年
以
上
あ
る

方
。

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん

戦
傷
柯
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
上

の
軍
黶
・
凖
軍
属
た
っ
た
方
(
雇
員
・

傭
人
・
工
貝
等
)
/
共
済
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
/
日
本
国
籍
で
な
い
方

慰
労
品
―
内
閣
総
理
大
臣
名
の
黔
状
・

銀
杯

□
戦
後
引
揚
者

引
揚
者
に
対
す
る
特
別
交
付
金
を
受

給
し
た
方
。

※
日
本
以
外
の
地
域
に
、
昭
和
2
0年
8

月
1
5日
ま
で
引
き
続
き
1
年
以
上
生
活

の
本
拠
を
お
き
、
終
戦
に
伴
う
や
む
を

え
な
い
理
由
で
終
戦
日
以
後
、
日
本
に

引
き
揚
げ
て
き
た
方
等

慰
労
品
G
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

い
ず
れ
や
・
i

請
求
方
法
=
請
求
書
類
を
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
へ
郵
送
(
請
求
書
は
千
住

杢
庁
舎
・
民
生
係
で
配
布
)

問
先
=
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

▽
恩
給
欠
格
者
=
業
務
第
1
課

昔
(
3
9
4
5
)
4
7
0
4

▽
戦
後
引
揚
考
=
業
務
第
2
課

豐
(
3
9
4
5
)
4
7
0
3

、
ま
た
は
千

庄
本
庁
舎
・
民
生
係

仕

事

内
職
・
パ
ー
ト

相
談
、技
能
講
習
会

の
事
業
案
内

勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
業
を
希
望
す
る
方
の
た
め
に
次

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
内
職
相
談
・
パ
ー
ト
相
談
(
紹
介
・

あ
っ
せ
ん
)
日
時
=
毎
週
月
I
金
曜

日
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

▽
出
張
相
談
(
内
職
・
・
足
立
職
安
主
催

の
パ
ー
ト
)
日
時
=
毎
週
金
曜
日
、

午
浚
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
場
所
=

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
西
新
井
駅

東
ロ
サ
テ
ィ
4
孱
)

▽
求
人
相
談
(
内
職
・
(
I
ト
)

甲

業
主
の
方
の
求
人
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す

▽
技
能
講
習
会

就
業
に
必
要
な
知
識

や
技
能
を
身
に
つ
け
、
よ
り
有
利
な
条

件
で
働
き
た
い
方
の
た
め
に
、
上
業
用

ミ
シ
ン
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す

こ
の
ほ
か
、
次
の
事
業
も
行
っ
て
い

ま
す
。

▽
高
齢
者
職
業
相
談
(
紹
介
・
あ
っ
せ

ん
)
日
時
儿
毋
月
第
2
火
曜
日
、午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
主
催
=
西
日
暮

里
高
齢
者
就
職
相
談
所
、
足
立
区
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▽
労
働
相
談
(
労
働
者
・
使
用
者
間
の

労
働
相
談
)

日
時
儿
毋
月
第
1
月
畔

日
、
午
後
2
時
1
4
時

主
催
し
王
子

労
政
事
務
所

-
-
い
ず
れ
も
I

場
・
問
先
I
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
g
)

税

金

納

税

は

8
月
3
1日
ま
で
に

平
成
5
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
2
期
分
の
納
期
限
は
、8
月
3
1日
(

火
)
で
す
。
早
め
に
お
近
く
の
銀
行
、

郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役

所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
第
一
、
第
二
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

夕
や
け
放
送
の

時
間
が
変
更
に

な
り
ま
す

夕
や
け
放
送
は
、9
月
か
ら
1
0

月
ま
で
、午
後
5
時
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
干
江
本
庁
舎
・
青
少
年
・課

調
整
佩

き
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

自
転
車
放
置
禁
止
区
域

梅島

駅
周

辺

そ
の
1
台
が

街
の
迷
惑

1
台
く
ら
い
と
阿
気
な
く
置
い
た
自

転
車
が
、
衝
の
美
観
を
搦
ね
、
歩
行
者

の
通
行
や
火
災
等
の
緊
急
活
動
の
防
げ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
は

撤
去
し
ま
す

区
で
は
、
駅
周
辺
お
お
む
ね
3
0
0
m以

内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し

て
、
撤
去
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

撤
去
し
た
自
転
車
は
区
の
保
管
所
、

梅
島
駅
周
辺
の
場
合
は
加
平
二
丁
目
の

移
送
所
に
運
び
、
返
還
時
に
2
千
円
徴

収
し
ま
す
。
ま
た
、
撤
去
後
2
ヵ
月
を

過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

梅
島
駅
前
は
道
路
上
の
放
置
自
転
車

が
多
く
歩
行
者
が
迷
惑
し
て
い
ま
す
。

駅
に
近
い
方
は
で
き
る
だ
け
歩
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
通
勤
・
通
学
等
で
自

転
車
を
使
用
す
る
方
は
、
自
転
車
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

□
放
置
自
転
車
移
送
所
(
撤
去
先
)・・・
加

平
2

ム

‥
-
6

先

□
民
営
駐
車
場

▽
啀
島
第
一
駐
車
場
・・・
梅
田
8
-
1
4

昔
(
3
8
8
0
)
3
2
4
1

▽
梅
島
第
二
駐
車
場
・・・
梅
田
7
-
2
9
S
(
3
8
8
0
)
3
2
4
1

問
先

―
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

梅鳥駅周辺自転車放置禁止区域
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み
ど
り

苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

み
ど
り
を
育
て

て
み
ま
せ
ん
か

□
個
人
配
布

日
時
9
表
4

の
と
お
り

対
象
9
区
内

在
住
の
方

種
類
↓

″
5
の
と
お
り

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
の
樹
種
、
希
望
配
布

会
場
、「
個
人
苗
木
配
布
希
望
」と
明
記
。

返
信
用
(

ガ
キ
に
は
、
住
所
、
氏
名
、

郵
便
所
号
を
記
人

□
甌
生
記
念
樹

日
時
=
表
6

の
と
お
り

対
象
=
平
成
4

年
1
0月
以
降
に
生
ま
れ
、
引
き
続
き

区
内
在
住
の
力

種
類
=

桜
(

ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
高
さ
9
0
丿
程
塵

、
白
(
ナ
ミ

ズ
キ
(

高
さ
圖

″
隍
度
)
、
柿
(
高
さ
9
0

丿
程
度
)
、
紅
梅
(
高
さ
9
0
m
程
度
)
、
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
(
高
さ
6
0
m
程
度
)
、
月
哇

樹
(

高
さ
6
0
″
程
度
)
、―
人
1

本

申

込
=

戸
籍
届
出
時
に
配
付
し
た
所
定
の
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

そ
供
の
名
前
、
生
年
月
日
、
希
望
の
吹
嵋

を
明
記

功

ふ
£
懣

付
)

□
新
築
記
念
樹

日
時
p

表
6
の
と
お
り

対
象
1
2
0
0が

以
上
の
敷
地
に
、
新
築
ま
た
は
増
改
築

を
し
て
、緑
匕
計
圃
書
を
提
出
し
た
か
、

緑
化
指
導
を
受
け
ら
れ
た
方

種
類
=

桜
(
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
高
さ
9
0
丿
程
度
)
、
1

人
2

本

申
込
=

緑
化
係
が
配
布
し

た
(

ガ
キ
で
郵
送

-
-
い
ず
れ
も
I

期
限
=
9

月
1
0
口
必
筒‥

申
・
問
先
=

水
と
緑
の
公
礼

〒
1
2
0綾
瀬
2
-
3
0
6

さ
{
{『j
8
3
8

』
8
1
2
6

表4 個人 配布日程

● いずt l も正午～午● 3眄

表5 個人配布樹種と本数

表6 新築・誕生記念樹配布日程

● いずnも午前10眄～正午

国
保
年
金

助
産
費
、
育
児

手
当
金
の
支
給

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
出
産
し
た
と
き
は
、
出
生
児
1
人
に

つ
き
助
産
費
割
万
円
、
台
児
手
当
金
2

千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
助
産

費
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
4
ヵ
月
(
8
4日
)

以
上
で
あ
れ
ば
、
流
産
、
死
産
(
人
工

中
絶
も
含
む
)
の
場
合
で
も
支
給
さ
れ

ま
す
。

※
助
産
費
に
つ
い
て
は
、
出

産
者
本
人
が
、
他
の
医
療
保
険
か
ら
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
(
1
年
以

上
の
加
人
で
退
職
険
6
ヵ
月
以
内
の
出

産
)
は
、
国
保
か
ら
は
、
支
給
さ
れ
ま

せ
ん

申
込
=
国
民
健
康
保
険
証
、
世

帯
主
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
眄
を
除

く
)
、
世
帯
主
の
印
か
ん
、
流
産
・
死
産

の
と
き
は
、そ
の
証
明
翕
を
持
参

申
・

問
先
U
中
臾
本
町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月
翌
月
末

日
が
吶
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
7
月

分
の
保
険
料
の
納
期
隕
は
8
月
3
1日
(

火
)
で
す
。
お
近
く
の
銀
行
・
郵
便
局

等
、ま
た
は
区
民
事
務
所
、国
民
年
金
屎

の
窓
口
で
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
便
利
な
口
座
振
苗
を
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
と
納
め
忘
れ
が
あ
り

ま
せ
ん
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

保
険
料
係

霓
3
8
8
0
)
5
1
6
1

9

月

の

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
心
配
亊
に
、
足
立
社
会
保
険
事
務

所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。
日
時
=

9
月
1
日
(
水
)
、
午
前
1
0
時～
午
後
3

時
3
0分

場
所
=
中
央
木
町
庁
淅
・
国

民
年
金
課
前

問
先
り
中
央
木
町
庁
舎

・
推
進
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

募

集

身
体
障
害
者
対
象

の
5
年
度
特
別
区

職
員
(
Ⅲ
類
・
事
務
)

採
用
選
考

採
用
予
定
人
員
=
約
3
0人

第
一
次
選

考
日
=
1
0月
割
日

百
)

受
験
賢
格
a

次
の
要
作
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

身
体
障
害
者
福
祉
法
第
1
5条
に
定
め

る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
∠
選
考
申
込
時
お
よ
び
採
用
時

に
お
い
て
引
き
続
き
特
別
区
の
区
域
内

に
僅
所
を
有
す
る
々
/
学
堅
を
問
わ

す
、
昭
和
4
1年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
1

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
/
自

力
で
通
動
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な
し

に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方
/
通
常
の

動
務
時
間
に
対
応
で
き
る
方
/
活
字
印

刷
文
に
対
に
で
き
る
方

申
込
・
期
間

等
=
表
7
の
と
お
り

申
込
書
類
の
配

布
場
所
=
都
内
の
各
区
役
所
人
事
担
当

課
、
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
試
験

課

問
先
=
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務

笳
試
験
課

干
1
0
2
千
代
田
区
九
段
北
1
-
l
j
4

東
京
区
政
会
館
内

昔
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

表7 申込方法および期 間等小
学
生

お
さ
ら
い
教
室

経
験
豊
富
な
元
小
学
校
教
師
が
、
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
方
式
で
指
導
し
ま
す
。

日
時
=
西
保
衣
間
敦
罘
:
陬
週
水
・
金

曜
日
/
関
原
教
罘
・
・
毎
週
火
・
木
曜
日
、

い
ず
れ
も
午
後
2
時
3
0
分
～
5
時
3
0
分

(
各
学
年
と
も
1
時
間
)
場
所
=
西
保

木
間
教
室
・
・
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(
西
保
木
間
1
-
8
・
-
2
)
/
関
原
教
室

・
:
橘
幼
稚
園
内
(

関
原
3
-
4
7
-
H
)

科
目
=

国
語

、
算
数

定
員
=

▽
西
保

木
間
教
室
1

・
2

年
生
…

各
1
0人
/
3

年
生
:
池
干
名
/
4

年
生
・・・
1
5人

▽
関
原
教
室
1

・
2
年
生
・・・
各
5
人
/
3

・
4
年
生
…
若
干
名

費
用
=
月

額
4

千
円
～
5

千
沺
円

申
・
問
先
=

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

雰

、3
8
5
9
)
2
5
6
1

足
立
区
産
業
展

出
展
企
業
募
集

足
立
ま
つ
n
と
同
時
開
催
の
産
葉
展

に
出
展
す
る
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
-
1
0
月
9
・
1
0
日
、午
前
1
0
時
～

午
後
6
時

場
所
=
北
千
住
駅
西
口

対
象
=
区
内
の
商
工
事
業
所

内
容
=

テ
ン
ト
内
で
の
P
R

、物
販
な
ど

申
・

問
先
d
㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
f
t
(
"
>
2
4
4
)
7
3
7
3

ス
ポ
ー
ツ

第
4
6回
区
民
体
育

大
会
参
加
者
募
集

□
卓
球
大
会

日
時
q
9
月
1
9
日
(
一
般
)
・
2
3
日
(
中

学
)
、い
ず
れ
も
乍
前
9
時

場
所
=
総

台
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ニ

慇
/

鹿
浜

体
育
館
(
中
学
)

対
象
=

中
学
生
以
上

の
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方
お
よ

び
連
盟
会
員

種
目
=
団
体
戦
(
4

シ

ン
グ
ル

、I

ダ
ブ
ル
ス
編
成
)

費
用

‥二

股
I
チ
ー
ム
千
円
/

中
学
生
I

チ

ー
ム
5
0
0円

申
込
=
(

ガ
キ
に
チ
ー
ム

名
、代
表
者
お
よ
び
出
場
選
手
の
住
所

、

氏
名

、
電
話
番
号

、
勤
務
先
を
明
記

期
限
1
9
月
6
日
必
着
申
・
問
先
=

二
股
・
:
庄
司
萢
之
助
〒
1
2
1
西
伊
興

4
1
5
-
H

き
3
8
5
3
)
2
0
3
8

▽
中
学
・・・
堀
口
(
十
四
巾
学
校
)

〒
1
2
1

西
竹
の
塚
1
-
8
1
1

昔
(
3
8
9
9
T
1
9
1

□
剣
道
大
会

日
時
d
1
0
月
い‥‥日
(
月
)
、
午
前
8

時
3
0

分

場
所
=

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象
-

高
校
生
以
上
の
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
お
よ
び
連
盟
会
貝

種

目
1

年
齢
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

費
用
=

襄
円
(
ス
ポ
ー
ツ
保
険
を
含
む
)

申
込
9

費
用
と
申
込
書
(

住
所
、
氏
名

、
生

年
月
日

、
職
業
、
現
段
位

、
電
話
番
号

を
記
入
)
を
添
え
て
直
接

、ま
た
は
書
留

郵
便

期
限
=
9

月
1
8
日
必
着

申
・

問
先
9

野
中
廣
司

〒
1
2
1竹
の
塚
2
-
3
2
1
1
7

昔
(
3
8
5
9
)
4
0
5
0

□
な
ぎ
な
た
大
会

日
時
1
9
月
2
6
日
百
)
、午
後
1
時
～

5
時

場
所
a

千
寿
小
学
校
体
育
館

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

種
目
h

演
技
、
個
人
戦

、
団
体
戦

費
用
=
7
0
0

円

申
込
―
電
話

期
限
=
9

月
1
0

日

申
・
問
先
=
内
田
光
子

?
3
8
8
6
)
3
9
8
9

□
少
林
寺
拳
法
大
会

日
時
ふ
1
1
1
一
月
2
4
日
(

日
)
、
午
後
1

時

場
所
=

柳
原
小
学
校
体
育
館

対
象
=

区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方
お
よ
び
連

盟
会
員

種
目
=
組
演
武
、
団
体
演
武

費
用
i

小
学
生
1
0
0円
/

中
学
生
2
0
0円
/

一
般
千
円

※
当
日
会
場
へ
持
参

申
込
り
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
級
・
段
位
を
明
記

期
限
=
9

月
1
5
日
必
着

申
・
問
先
9

坂
井
圭
子

〒
1
2
0千
住
旭
町
4
0
ふ

万一

酋
へ
3
8
8
1
)
6
7
0
5

催
し
物

建
築
無
料
相
談
と

不
燃
化
建
て
替
え

相
談
/
9
月
1
日

9
月
1
日
の
「防
災
の
日
」に
併
せ

て
、建
築
に
つ
い
て
の
全
般
的
相
談
や

不
燃
建
築
物
に
建
て
替
え
る
際
の
相
談
　

(
助
成
制
度
の
利
用
方
法
等
)
に
無
料

で
に
じ
ま
す
。こ
れ
か
ら
建
物
を
建
て

よ
う
と
考
え
て
い
る
方
、建
て
替
え
に

つ
い
て
く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
、ぜ

ひ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。日
時
　

j
9
月
1
日
(
水
)
、午
前
1
0
時
～
午
後

4
時

場
所
n
‥北
千
佳
駅
西
口
(

営
団

地
下
鉄
千
代
田
線
入
口
付
近
)

内
容
=

建
築
無
料
相
談
・
:東
京
都
建
築
士
事

務
所
協
会
足
立
支
部
(
後
援
足
立
区
等
)
/

不
燃
化
建
て
替
え
相
談
…
抛
足
立
区

ま
ち
づ
く
り
公
社
/

建
築
防
災
相
談
所

・・・
建
築
指
導
課

問
先
i
千
僅
本
庁
舎

・
建
築
鷹
査
課

、
建
築
指
考
課
、
ま
た

は
ま
ち
づ
く
り
課

シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

日
時
=
9
月
2
7
日
～
3
0
日
、午
後
1
時

3
0
分
～
3
時
3
0
分
(
た
だ
し
2
9
日
は
、

午
前
1
0時
～
午
険
4

時
3
0分
ま
で
移
動

学
習
)

場
所
=

胃
年
セ
ン
タ
ー
(

移

動
学
習
は
都
立
熱
帯
植
物
館

江
東
区

夢
の
島
3
-
2
)

対
象
=

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
高
齢
者
の
方

内
容
・
講
師
1

余
暇
を
楽
し
く
・・・
石
河

昭
英
氏
(
話
し
方
教
室
主
宰
ン

シ
ニ
ア

の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・・・
町
野
美
和
氏
(

長

寿
社
会
文
化
協
会
職
員
)
/

若
々
し
い

心
で
地
域
活
動
を
…
枝
見
静
樹
氏
(
富

士
福
祉
事
業
団
理
事
長
)

定
員
-
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
西
綾
瀬
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

さ
(
3
8
8
0
)
8
3
5
6

訂
正
と
お
わ
び

「
あ
だ
ち
広
報
」8
月
1
日
号
(
E
X
P
)

、9
ペ
ー
ジ
下
段
に
誤
ひ
が
あ
り
ま

し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ー
ス
ト
ア
で

は
。
水
道
料
金
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

A
国
民
年
金
課
Y

佐
野
い
こ
い
の
森

休
園
の
お
知
ら
せ

整
囀
r
箏
の
た
め
次
の
關
問
休
園

し
ま
す
ご
ご
迷
思
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。期
間
=
9
月
―
日
～
平
成
6

年
3
月
末
日

場
所
=
佐
野
い
こ
い

の
森
(
佐
野
―
-
3
1
)
問
先
9
や
庄

本
庁
舎
・
緑
化
係

ひ

ろ

ば

☆
第
3
回
音
楽
の
夕
べ
9

月
4
日
(

土
)
、
午
後
5
時
～
7
時
/
綾
瀬
駅
前
(

卜
公
園

※
雨
天
の
時
は
綬
瀬
小
学

扠
体
育
館
/
小
・
中
学
生
に
よ
る
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
/
柬
綾
瀬
区
民
事

務
所
s
(
3
6
2
0
)
1
9
5
1

☆
子
育
て
教
室
9
月
7
日
(
火
)
、午

前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
/
大
谷
田
谷
中
住

区
セ
ン
タ
ー
/
定
期
的
に
行
い
ま
す
/

伊
藤

登
(
3
6
2
0
)
3
7
7
5

☆
手
話
入
門
9

月
8
日
か
ら
毎
週
水

曜
日
、
午
後
7
時
～
8
時
4
5分
/
中
央

本
町
セ
ン
タ
ー
/
半
年
5
0
0円と
テ
キ
ス

ト
代
/
(
ガ
キ
申
し
込
み
/
小
林
浩
平

〒
1
2
0
大
谷
田
2
1
9
1
7

昔
へ
3
6
0
5
)
0
7
3
1

掲
示
板

□
都
立
足
立
高
校
公
開
講
座
「パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
た
ワ
ー
プ
ロ
入
門
」1
0
月

1
6
・
2
3
・
3
0
日
、H
月
6
・
2
0
・
2
7
日
、

午
後
1
時
～
3
時
/
区
内
在
住
・
在
動

の
成
人
の
方
/
約
2
0人
(
抽
選
)
/
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、性
別
、

電
話
番
号
を
明
記
/
9
月
恫一
日
必
籥
/

都
立
足
立
高
校
定
時
制
公
開
講
座
係

〒
圀
中
央
本
町
―
-
3
-
9

さ
(
3
8
8
9
)
2
2
0
4

□
刑
務
官
募
集

昭
和
3
9年
4
月
2
日
1
5
1

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
女
/
9

月
2
日
消
印
有
効
/
受
験
手
続
き
、
試

験
日
な
ど
、
く
わ
し
く
は
法
務
省
東
京

矯
正
管
区
へ

昔
(
3
2
2
8
)
2
1
6
1

□
入
国
警
備
官
募
集

昭
和
4
5年
4
月
2

日
～
5
1年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
/
9

月
2
日
消
印
有
効
/
受
験
手
続
き
、

試
験
日
な
ど
、
く
わ
し
く
は
法
務
省
東

京
入
国
管
理
局
へ

昔
へ
3
2
1
3
)
8
1
1
1

□
東
京
都
理
容
学
校
旧
月
生
徒
募
集

昼
間
部
5
0人
、
通
信
部
図
人
/
所
定
の

提
出
魯
類
に
千
峩
円
を
添
え
て
学
校
に

持
参
/
8
月
3
1日
ま
で
/
東
京
都
理
容

学
校

〒
1
0
1千代
田
区
西
神
田
1
-
3
1
4

豐
(
3
2
9
3
)
9
8
7
1

□
東
京
都
建
築
展
「
夢
か
ら
か
た
ち
を

形
か
ら
ゆ
め
を
」8

月
2
9日
ま
で

、

午
前
m一
時
～
午
後
6
時
/
都
民
ホ
ー
ル
(

都
議
会
議
事
堂
―
階
)
/
都
立
施
設
の

嗅
『

パ
ー
ス
な
ど
約
5
0点
/
無
料
/

都
・
財
務
局
営
繕
部

昔
(
5
3
8
8
)
2
8
0
8
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A
-
F
e
s
t
a
'
9
3
通
信

A
-
F
e
s
t
a
'
9
3イ
ベ
ン
ト

あ
だ
っ
ち
ボ
ー
ル
参
加
者
募
集
!
!

*
!
c
町
会
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ

屯
対
抗
戦
ゲ
ー
ム
応
参
加
u
密
セ
&

&
ボ
ー
ル
淙
、ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
応
似
t
簡
単
忿
ゲ
ー
ム
ー
c
寸
。各

種
賞
品
壱
用
意
u
ア
、密
室
。日
時

=
1
0
月
1
0
日
(
日
)
、午
前
H
時
～
午
後

4
時

場
所
―
虹
○
広
場
(
荒
川
河
川

敷
)

対
象
―
区
内
在
住
、在
勤
○
方
I

チ
ー
ム
1
0人
(
女
性
求
t
a
5
0歳
以
上
0

方
夸
l
人
以
上
含
e
)

費
用
=
I

チ
ー
ム
千
円

期
限
1
9
月
1
0日

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

和
太
鼓
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
野
外
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
忿
ε
壱
ス
テ
1
ジ
?
演
U

6
区
内
○
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ルー
プ
次
t

-
`
個
人
夸
募
集
レ
求
t
。
日
時
-
1
0

月
9
・
1
0日

場
所
‥
H虹
0
広
場
特
設

ス
テ
ー
ジ

期
眤
T
9
月
m
一日

ま
つ
り
グ
ッ
ズ
販
売
中

忠
ワ
0
0
P
R
冫
』
賢
金
活
動
壱
小
心

ア
丶
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
登
発
売
u
忠
寸
。

図
柄
唸
2
種
類
。
f
n
t
5
0
度
数
一
c

1
枚
千
円
(
限
定
販
売
)
。
T
シ
ャ
ツ
t

好
評
発
売
中
々
寸
。

I
D
f
戡
t
卜
卜

申・
問
先
1
中
央
本
町
庁
舎
地
域
振
興

課
育
成
係

眥
(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

リサイ クルフ ェア

開 催 の
お知らせ

、
』
&
0
減
量
冫
』
資
減
○
有
効
活
用
左

図
6
t
必
、
啓
発
活
励
○
一
環
&
U
7

「
A
I
F
e
s
t
a

猖

」
0

中
p
'
r
t

茫
右
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

」
壱
開
催
U

廖
歹
。
日
時
=
1
0
月
9
日
、
午
前
H

時
～
午
後
4
時
/
1
0
月
1
0
日
、
午
前
1
0

時
～
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情 報コー ナー

少年活動リーダー講座

第4 期「このまちが好き」
あ だ ちの 今 を探 る

私友二右力i生 活Ut 6 足立 区 壱

テ ーマ 応、 住九 万D6 地 域 応ワD7

考λ 密寸 。 日時 等 一 簣1c £
右0 対象 一青 少年 育成 活動 応 小

小t ) ワ ゛CD616 歳 以 上( 7)方 費 用
一無 料 申 込 一電 話 期限- 9 月27

日 問 先 一 千住 本 庁 舎 ・少 年 育

成 係 酋3882 ―1111 ㈹

表1 少年活動リーダー講座日程 第22回

合唱コンクール
出 場 団 体 募 集
歌 登愛u 、 活 発忙 活動ut Q 丶6

皆sA4) 日a617) 成 果( x)発 表& 心oj

オ1凌) 1丶cx)場 芒゙寸 。af 5 芒j s 気
軽a乙Q 参加〈 穴f s1 丶。

日 時- 11 月14 日( 日) 、午前l a 晦30

分 開 演予 定 場 所- 5 岩5 吉 館
対 象 一 第1 部 門 … 小 学生/ 第2 部

門・・・中学 生/ 第3 部 門 … 一 般 【高

校生& 含t r 】 繝 成人 数 一各 部門&

屯60 人以 内( 問1乙10人以 内 ○ 入
才1鰆凡弓) 曲 目 一自 由 。2 曲以

内 演 奏時 間 一 曲 開壱 含 岶7 分以

内 霍 査員 一 真 篠将 氏 、 佐 々木 行
綱 氏 、 高 機大 齬氏 表 彰 一部 門 別

忙賞 状 授 与、 出 場 者全 員 紀記 念 メ

ダ ル壱 贈 呈 申 込 一所 定〔x〕用 紙 忙

記入u 直 接窓 口 加 竈i 芙 ※ 申 込 用
紙 ・実 施 要項 唸 担 当窓 口6乙必リ 次

寸 期 限- 9 月24 日 申 ・問 先 一
千 住本 庁 舎 ・文 化 振 興係

03882 ―1111 ㈹

あだちスポーツ大学
現在、スポーツ指導壱行ワフD6
方a 屯右6Ay 、スポーツ嚶)健康

体力'コ〈 引乙興味<D&Z> 方 気軽G
乙参加L, t & 求ゼハガ 日時等
一表20 匕右0 場所一梅田セン

ター 対象- 18 歳以上( 7)区内在住
・在勤○ 方? 全日程受講? 吉石
方 定員- 80 人( 抽選) 費用一無

料( 教材賢吐自己負担) 申込一往
復ハガ キ応僅所、氏名(フリガナ) 、
生年月日 性別 電話番号、自己PR

、「スポーツ大学」希望& 明記
期限- 9 月14日必着 申 ・問先一
千住本庁舎・体育振興係 〒120千1- 4- 183882

―1111㈹

表2 必忿右スポーツ大学日程

青年 セ ンタ ーの 催し

● 子育て講演会●

子どもの言葉の発達

日時- 9月8日( 水) 、午前10時～
正午 定員- 40 人

子育てサロン
日時- 9月22日( 水) 、午前10時～
正午 内容一子育t C 匸) D7 、若D
怎母a λ 同士? 自由忙怎U 喞ベ0
宦6 サロンt t 。

- Dr オ1奄j
費用一無料 申 込一当日直接会場
ヘ ※ 子育 匸゙忙関t 石催ut a 、
聡子s £○ 保育屯行ワ'匸D 密寸。
聡問 合オ匸)世〈t a1 丶 場・申・問
先一青年センターt t 3890 ―0061

日本文化体験～「着物」と「お茶会」

BECOME　J APANESE　FOR　A　

DAY! EXPERI ENCE
J APANESE　CULTURE　
FI RSTHAND ON　t he　18t h　of　
Sept ember Ki monodr essi ngand
t eacer emoni eswi l l behel dat 　
Sei nen( Yout h) Cent er f r om2! 00　
pm ―5: 00pm

Thenumber of par t i ci pant s i s
l i mi t edt o20peopl eFor t hosef or
ei gner sl i vi ngi nJ apant hi socca
si oni scat er edj ust f or yout oper
sonal l yexper i encet het r adi t i onal
J apaneset eacer emonyandt o
l ear nt hear t of put t i ngonand
wear i ngaKi monoWhynot come　
al ongandt r yi t ?Thecost of 　

par t i ci pat i ngi s¥1, 000wi t hno　
needt omakeanappoi nt ment
J ust t ur nupont hedayandj oi ni n! 　
Sei nenCent er 0( 3890) 0061
● 外国人向巾X) イベント? ナ。日本
人Q 参加l j j 遠慮〈 咫S 。

「テラネット」スタッフ募集中
テラネット&a 、国際交流壱推

進寸6 九必○ 行事等壱企圃・運営
寸6 グループ? 寸。 外国人壱対象&
寸6 行事等登数回予定u7 密

寸。一緒亡企画・運営忙参加u7

& 求ゼ& 小。参加資格以特隘必Q
忠池島。af 忿穴二゙芒屯右気軽缸2 連
絡〈 愬s 。 場・問先一青年セ
ンター03890 ―0061

ルアーフィッシング体験(淡水編)
日程一第l 回・・・9月16日、午後7
時～9時{用具、マナー等( x) 講義)

/第2回… 9月23日、午前1( 貰瞻～

正午( キャスティング○ 実習) /
第3回… 10月3日、午前7時～午

後2時( フィールドワーク) 場一

青年センターa加実習場所内容
-スポーツ&ui r 6乙) フィッシング

壱楽廴、瓦' c1丶yt六f 〈穴二縋) ( x) [ ルア

ーフィッシング体験` ct 対象

- 16～29歳○ 方費用=200円( 保
険 料) 用具 等一第1[ 亘( X)講義終
了後、各亊? 用意Ut 〈t SD
申 込一往厦ハガキ応住所、氏名、

年齢 電話番号、「ルアーフィッシ
ング体験係j & 明記 期限==9 月7
日 申・問先一青年センタ ー

〒123西新#1- 4- 17
酋3890―0061

ふ れあ い動物園
右t ) Xp加収秋風○ 吹〈公園` 芒、

金魚霍〈壱ut o、ポニー応乗
ワ六二〇、喞吉、e乙。モルモッ
ト忿ビ○ 小t ) Q4丶勳物2二忿小u
応忿0家世λ 小。日時- 9月12
日( 日) 、午前1〔l 埓～午後3時( 雨
天○ 場合9 月15日) 場所==諏訪

木東公園( 西新&3 ―25―1)
問先一中央本町庁舎・公園課

B3880 ―5261

RECYCLE　PAPER
―森林資源を大切に―

◎ 「あ だち広報」1莎再生紙 包使用レ7二t丶書霪
SeSH240000


